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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

冬 の 風 呂

る 。 湯 舟 の 中 で 身 体 を 伸 ば し 、 手 を 撫で な が ら 、 良 く 働 い て く れ て あ り が とう ね 。 こ れ か ら も よ ろ し く 。　
い や 、 こ の 皮 膚 と は も う す ぐ お 別 れ

だ 。 皮 膚 の 入 れ 替 わ る 周 期 は 二 十 八日 。 た っ た 四 週 間 の 出 会 い 。 そ の 別 れの 日 が 今 日 か も し れ な い 。 石 鹸 を 泡 立て て 丁 寧 に 洗 お う 。　
髪 も 洗 う 。 抜 け 毛 が 手 に 絡 ま る 。 髪

の 寿 命 は 三 年 か ら 五 年 と 美 容 師 さ ん から 聞 い た 。 今 抜 け て い っ た 毛 は 、 三 年以 上 頭 に 生 え て い た の ね 。 ご 苦 労 様 。な ん か 抜 け よ う が 多 い よ う な 気 が す る

　
私 は 風 呂 は 面 倒 で 嫌 い だ

が 、 こ ん な に 寒 い 日 が 続 くと 温 か い 風 呂 が 好 き に な

が 。 数 年 前 か ら 、 頭 髪 が 薄 く な っ てき た の が わ か る 。 仕 方 が な い 。　
こ の よ う に 、 徐 々 に 持 ち 物 が 減 ら

さ れ て い く 。 歯 が 抜 け 落 ち 、 軟 骨 がす り 減 り 、 目 も 焦 点 を 上 手 く 結 ばず 、 耳 も 脳 も 機 能 が 落 ち て ゆ く 。 少な く な る 散 歩 の 距 離 、 握 力 ・ ・ ・ 。　
若 い 身 体 の ま ま 寿 命 ま で 生 き て い

か れ な い の は 何 故 ？

　
ア メ ー バ の よ

う に 分 裂 し て 子 孫 を 増 や さ な い の は何 故 ？

　
そ こ に は 生 物 の 、 人 間 の 深

い 企 み が あ る の だ ろ う 。　
老 い に よ り 獲 得 す る も の と は 何

か ？

　
精 神 の 変 化 、 そ れ に よ り 広 が

る 見 識 、 価 値 観 の 修 正 、 獲 得 す る 静謐 、 甘 美 な 思 い 出 を 辿 る 密 か な 楽 しみ 。　
そ れ に し て も 冬 の 風 呂 は い い な 。

山 口 大 吹 奏 楽 部 の メ ン バ ー
幌 市 で あ っ た 第

7 2回 全 日

本 吹 奏 楽 コ ン ク ー ル に も中 国 地 区 代 表 と し て 出 場し 、 銀 賞 に 輝 い た 。　
こ の 日 は 、 客 演 も 加 え

た 約 １ ２ ０ 人 が ス テ ー ジに 立 ち 、  「  『 Ｇ Ｒ 』 よ り シン フ ォ ニ ッ ク セ レ ク シ ョン 」  「 吹 奏 楽 の た め の 交響 曲 『 ワ イ ン ダ ー ク ・ シー 』  」  「 ス タ ー ウ ォ ー ズ 〜コ ン サ ー ト ・ セ レ ク シ ョン 」 等

1 4曲 を 披 露 す る 。

　
前 売 り 券 は 、 一 般 ８ ０

は 、 第

4 9回 全 日 本 ア ン サ

ン ブ ル コ ン テ ス ト 県 大 会で 木 管 八 重 奏 と 金 管 八 重奏 が 金 賞 を 受 賞 。 前 者は 、 ３ 月

2 1日 に 広 島 市 で

開 催 さ れ る 全 国 大 会 へ の出 場 を 決 め て い る 。 また 、 ２ ０ ２ ４ 年

1 0月 に 札
　
山 口 大

吹 奏 楽 部の 第

2 8回

定 期 演 奏会 が 、

2 8

日  （ 土 ）  午後 １ 時 半か ら 、 山口 市 民 会館 （ 山 口市 中 央２ ） で 開か れ る 。　

同 部

０ 円 ・ 中 高 生 ６ ０ ０ 円 。山 口 市 民 会 館 と 山 口 大 学生 協 Ｆ Ａ Ｖ Ｏ ま た は メ ール （ 二 次 元 コ ー ド か ら ）で 購 入 で き る 。 当 日 券 は

各 １ ０ ０ 円 高 で 、 小 学 生

メ ー  ル  作  成

以 下 は 無料 。 全 席自 由 。

　
密 室 で 行 わ れ る 取 り 調

べ の 可 視 化 に つ い て 考 える 「 映 画 と 講 演 で 考 え る〜 全 事 件 で 『 取 調 べ 可 視化 』 を 」 が 、

2 8日 午 後 ２

時 か ら ５ 時 ま で 、 県 総 合保 健 会 館 （ 山 口 市 吉 敷 下東 ３ ） で 開 か れ る 。 主 催

は 県 弁 護 士 会 （

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ２

－

０ ０ ８ ７ ）

で 、 参 加 無 料 。　
ま ず 、 映 画 「 Ｗ ｉ ｎ ｎ

ｙ 」  （ ２ ０ ２ ３ 年 、 日本 ） が 上 映 さ れ る 。 こ れは 、 フ ァ イ ル 共 有 ソ フ ト
「 Ｗ ｉ ｎ ｎ ｙ 」 を 開 発 し

た 金 子 勇 さ ん が 著 作 権 法違 反 に 問 わ れ た

0 3年 の え

ん 罪 事 件 を 取 り 上 げ た 映画 。 金 子 さ ん は 、 一 審 で有 罪 、 控 訴 審 で 無 罪 、 そし て 最 高 裁 で も 無 罪 と なっ た が 、 そ の 半 年 後 に

4 2

歳 の 若 さ で 亡 く な っ た 。金 子 さ ん を 東 出 昌 大 、 弁護 団 事 務 局 長 の 壇 俊 光 さん を 三 浦 貴 大 が 演 じ て いる 。　
続 い て 、 こ の 事 件 で 主

任 弁 護 人 を 務 め た 秋 田 真志 弁 護 士 （ 映 画 で は 吹 越満 が 演 じ た ） が 、 他 の 事件 に お け る 取 り 調 べ 動 画と 音 声 の 紹 介 を 交 え な がら 講 演 す る 。

１ ２ ０  人  が  １ ４  曲  を  演  奏
山 口 大 吹 奏 楽 部 定 期 演 奏 会2 8日

「 Ｗ ｉ  ｎ  ｎ  ｙ 」  事 件 を 題 材 に「 取 り 調  べ  の 可 視 化 」  を 考 え る２ ８ 日
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な が い 眼 科Ｔ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ４ １

－

５ ８ ５ ８

永 井

 智 彦

 院 長

Ｑ . 緑 内 障 に な る と ど のよ う な 症 状 が で ま す か ？Ａ .

病 気 の 初 期 で は 症 状

が ほ ぼ な い こ と が 緑 内 障の 悩 ま し い 特 徴 で す 。 緑内 障 は 、 見 る た め の 視 神経 が 弱 り 、 視 野 が 狭 く なっ て し ま う 病 気 で す 。 狭く な っ た 視 野 は 現 代 の 医学 で は 元 に 戻 す こ と が でき ま せ ん 。　
そ の た め 、 悪 く な る 前

の 初 期 の 緑 内 障 を 見 つ ける こ と が 大 切 で す が 、 自分 で 視 野 が 狭 い こ と に 気が 付 く よ う な 段 階 で は 、視 野 の 半 分 近 く を 失 っ てし ま っ て い る こ と も 珍 しく あ り ま せ ん 。　
緑 内 障 の 割 合 は 、

4 0歳

以 上 で は

2 0人 に １ 人 、

7 0

才 以 上 で は ９ 人 に １ 人 と決 し て 少 な く は な く 、 加齢 と と も に 増 え る 傾 向 にあ り ま す 。 日 本 眼 科 医 会で は 、

4 0才 以 上 の 方 に は

定 期 的 な 目 の 検 診 を お 勧め し て い ま す 。 ま た 、 近視 の 強 い 方 や 、 ご 家 族 に緑 内 障 の 方 が お ら れ る 場合 も 緑 内 障 に な り や す いと 言 わ れ て い ま す 。 緑 内障 の 検 査 に は 、 眼 底 の 写真 を 撮 る Ｏ Ｃ Ｔ 検 査 や 視野 検 査 な ど が 行 わ れ ます 。　
気 に な る 方 や 健 康 診 断

で 異 常 を 指 摘 さ れ た 方 はお 近 く の 眼 科 ク リ ニ ッ クを 受 診 さ れ て く だ さ い 。

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。

　
Ｊ ２

･

Ｊ ３ 百 年 構 想

リ ー グ が 開 幕 。 開 幕 戦は 、 ロ ア ッ ソ 熊 本 と ア ウェ イ で 対 戦 し 、 残 念 な がら １

－

２ で 敗 戦 し ま し

た 。　
翌 週 の ホ ー ム 開 幕 戦

は 、 Ｊ Ｆ Ｌ か ら 昇 格 し Ｊリ ー グ 初 戦 と な っ た レ イラ ッ ク 滋 賀 Ｆ Ｃ と 対 戦 。古 川 大 悟 選 手 の 先 制 点

と 、 小 林 成 豪 選 手 の ２ 試合 連 続 得 点 と な る 追 加 点で 、 ２

－

１ の 勝 利 。 試

合 後 は 、 今 シ ー ズ ン 初 勝利 を 、 応 援 し て い た だ いた サ ポ ー タ ー の 皆 さ ま と一 緒 に 喜 び 合 い ま し た 。　
チ ー ム は 、 一 つ で も 多

く 皆 さ ま と 喜 び あ え る よう 、 勝 利 目 指 し て 闘 い ます 。 応 援 お 願 い し ま す 。

生 ひ 立 ち の 歌

 Ⅱ
詩 集 ﹃ 山 羊 の 歌 ﹄ よ り
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年 代 に よ っ て 雪 の 降 り 方 が 変 化 し て い く 第 一 節 に 対 し て 、 第 二節 で は 雪 が 降 り 続 く 様 子 が 丁 寧 に 描 か れ て い き ま す 。  〈 な よ びか 〉 は お だ や か で 上 品 な さ ま 。 天 と 地 、 神 と 人 、 過 去 と 未 来 など を め ぐ る さ ま ざ ま な 思 い を 静 か に 映 し 出 す 雪 。 そ こ に 詩 人 は恩 寵 と 慰 安 を 感 じ て い ま す 。

 　 （ 中 原 中 也 記 念 館 館 長

　
中 原

 豊 ）

私 の 上 に 降 る 雪 は花 び ら の や う に 降 つ て き ま す薪 の 燃 え る 音 も し て凍 る み 空 の 黝 む 頃私 の 上 に 降 る 雪 はい と な よ び か に な つ か し く手 を 差 伸 べ て 降 り ま し た私 の 上 に 降 る 雪 は熱 い 額 に 落 ち も く る涙 の や う で あ り ま し た私 の 上 に 降 る 雪 にい と ね ん ご ろ に 感 謝 し て 、 神 様 に長 生 し た い と 祈 り ま し た私 の 上 に 降 る 雪 はい と 貞 潔 で あ り ま し た

（ く

 ろ ）


